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１．環境経営方針

【　基本理念　】

辻建設株式会社は、人と地球にやさしい快適で機能的な建設空間の創造を目指すため、

企業活動における環境影響を常に把握し、地球環境の保全に貢献する。

【　行動指針　】

① 当社は総合建設業の事業を通じ、継続的な環境負荷の低減と環境の改善のため、

環境経営システム（エコアクション２１）を積極的に取り組む。

② 次の項目を環境負荷低減へ具体的な取り組みとする。

（１）購入電力・化石燃料使用量の削減により、二酸化炭素排出量を削減する

（２）廃棄物の削減と適正処理・リサイクル

（３）上水道使用量の削減

（４）環境に配慮した設計・施工をおこなう

③ 環境関連の法規、条例及びその他の規制を遵守する。

当社は、上記環境方針を全社員に周知徹底し、この方針に沿って事業活動を行い、

常に環境を意識し、全社員で環境保全活動に積極的に取り組む。

制定年月日

改訂年月日

辻　建　設　株　式　会　社

代表取締役副社長    辻  正博

令和1年5月1日

平成20年5月1日
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２．会社概要

【　事業所名　】

辻建設株式会社

代表取締役社長　辻 明信

【　所在地　】 ★：EA21対象範囲

★ 本社 富山県富山市内幸町６番１号 ℡ 076-441-2811

★ 東京支店 東京都新宿区百人町二丁目１番１１号 ℡ 03-6825-6171

★ 南砺支店 富山県南砺市山見１１３３番地１ ℡ 0763-82-0831

★ 魚津営業所 富山県魚津市東山字上森５０番７号 ℡ 0765-24-6092

★ 石川営業所 石川県能美市上清水町タ７０番地３ ℡ 0761-51-5359

★ 妙高営業所 新潟県妙高市栗原５丁目１番１３号 ℡ 0255-72-0773

★ 千葉営業所 千葉県鎌ケ谷市東道野辺5丁目22番10号 ℡ 047-445-4947

★ 呉羽事業所 富山市野々上鴨頭１９９番地１ ℡ 076-436-0779

【　事業内容　】

建築・土木工事の設計施工

　　国土交通大臣許可（特－４）第１２２２号

　　一級建築士事務所：富山県知事登録 第（１３）４７号、東京都知事登録 第４８３６６号

　　宅地建物取引業：国土交通大臣登録（８）第３８３４号

　　産業廃棄物収集運搬業：富山県許可番号 ０１６０７１１８７６０

【　事業規模　】

創業

設立

資本金 9,600万円

社員数 143名

売上高 107億円

（2023年3月期）

【　環境管理責任者　】

（正） 水野  清安（土木部部長）

（副） 高柳　昌人（EA21推進委員長）

大正3年2月6日

昭和25年10月23日
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代表者 辻 博亮
環境管理責任者 水野 清安
委員長 高柳 昌人
事務局 広上 一義
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代表者 辻　　恵理
環境管理責任者 佐藤 智幸
委員長 藤村 敏行
事務局 東　　政夫
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環境経営システムにおける役割・責任・権限表

【代表者】 ◇環境経営に関する統轄責任

常務取締役 ◇環境経営システムに必要な人、設備、費用、時間、技能・技術者を用意

辻 博亮 ◇環境管理責任者を任命

◇環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

辻 恵理 ◇環境経営目標・環境経営計画書を承認

◇経営者による全体の評価と見直しを実施

◇環境経営レポートの承認

【環境管理責任者】 ◇環境経営システムの構築、実施、管理

土木部 部長 ◇環境関連法規等の取りまとめ表を承認

水野 清安 ◇環境経営目標・環境経営計画書を確認

労務・安全環境部 部長 ◇環境活動の取組結果を代表者へ報告

佐藤 智幸 ◇環境経営レポートの確認

【EA21推進委員会】 ◇環境管理責任者の補佐、Ｅ２１推進委員会の事務局

富山本社委員長 ◇環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェック

高柳 昌人 ◇「環境関連法規等取りまとめ表」の作成

東京支店委員長 ◇「環境関連法規等取りまとめ表」に基づく遵守評価の実施

藤村 敏行 ◇環境経営目標・環境経営計画書原案の作成

◇環境活動の実績集計

◇環境関連の外部コミュニケーションの窓口

◇環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

◇従業員に対する教育訓練

【各　部】 ◇自部門における環境経営システムの実施

部門長 ◇自部門における環境経営方針の周知

◇自部門の問題点の発見、是正、予防処置

【従業員】 ◇環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

◇決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

常務取締役東京支店長

役割・責任・権限
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※下表の数値は、富山本社の他に南砺支店、石川営業所、魚津営業所、妙高営業所、呉羽事業所の 

   使用量を含んでいます。 

３．環境経営目標とその実績

3-1 富山本社について

2022年度は、前年度の完工高比率より2％削減するという目標でした。（環境に配慮した設計・施工は除く）

結果については下表の通りです。 ※：JV子の工事は除外

○：目標を達成（2％以上削減）    △：目標をおおむね達成（0～2％削減）    ☓：目標を未達成

現場 6,058.05 5,809.4

5,809.4 0.25 1,506.70

全体

全体

水道水
（㎥）

全体 3,967.50 5,809.4 0.68 4,911.50

コピー用紙（枚） 513,750

1,453.30

1,282.5 5,809.4 1,487.5

産廃
（ｔ）

プロパン
（㎏）

5,809.4 0.46 3,424.0

100.0%

94.1%

0.48 103.5%

20
環境配慮の設計・施工
【住宅】（棟）
環境配慮の設計・施工
【ソーラー】（設置ｋW数）

7,157.9

0.22事務所

現場 2,685.0

目標
6.0

7,157.9

事務所 9.73 5,809.4 0.002 7.25 7,157.9

現場

0.001

98.7%

501,250 7,157.9 70.03

リサイクル率 98.0%

1,463.03 7,157.9 0.21

5,809.4

1,499.45

事務所 106.00 5,809.4 0.02 76.00

59,125.67

ガソリン
（ℓ）

事務所 8,900.88 5,809.4 1.53 8,966.77

5,809.4 0.20 1,069.16

軽油
（ℓ）

灯油
（ℓ）

現場 57,733.76 5,809.4 9.94

6,164.05 5,809.4 8,364.10

項目

7,157.9 1.25 81.8%

全体 17,920.46 5,809.4 3.08 21,751.44 7,157.9 3.04 98.5%

現場 9,019.58 5,809.4 1.55 115.0%

5,809.4 34.94 200,205 7,157.9

☓

年度 2021年度 2022年度

電力
（ｋWｈ）

7,157.9

年間実績 完工高（百万円） 完工高比率 年間実績 完工高（百万円）

7,157.9全体 350,755 5,809.4 60.38 377,903

事務所 203,001

☓

7,157.9 8.11

○

○

○

☓

7,157.9 58.2% ○

79.2%

○

83.7%

83.6%

7,157.9

60.5%

0.01

110.1%

0.21

1.177,157.9

7,157.9 1.16

7,157.9全体 58,870.51 5,809.4

○

○

97.6% ○

△

7,157.9

8.26 81.5% ○

0.15 76.3%事務所

52.80 87.4%

1,136.75 ○

58,056.51

現場 147,754 5,809.4 25.43

81.6% ○

対前年度比 評価

27.97 80.0% ○

完工高比率

19666.7%

☓

○

○

☓

○

100.5%

24.83

1,180.0 ○

7,157.9

目標
20棟

400ｋW

20棟20

400ｋW

0.21

0.69

177,698

12,784.67 7,157.9 1.79

10.13

5,809.4 0.25

100.7%

111.0%8,288.101.04

1.06

88.43
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3-2 東京支店について

東京支店においても、富山本社と同様に前年度の完工高比率より2％削減するという目標としました。

結果については下表の通りです。

※下表の数値は、東京支店の他に千葉営業所の使用量を含んでいます。

（但し下請工事、JV子の工事は除外）

評価について

○：目標を達成（2％以上削減）    △：目標をおおむね達成（0～2％削減）    ☓：目標を未達成

327.00

環境配慮の設計・施工（件）

1,814.8

産廃
（ｔ）

リサイクル率 96.8%

0

水道水
（㎥）

軽油
（ℓ）

事務所

全体

1,814.8

現場

全体

0.00 1,814.8

46,388 1,814.8 25.56

年間実績 完工高（百万円）

129.00 1,814.8

687.00

現場

269,900

ガソリン
（ℓ）

973.58 1,814.8 0.54

33.20

現場

事務所

816.00 1,814.8

全体

事務所

現場

1.36

1,325.76

2,476.11

目標

コピー用紙（枚）

∞54件

148.72 235,500

0.07

94.2% 97.3%

☓

473.1%972.4

☓

0.45

0.40 104.9% ☓972.4

0.73 163.1% ☓713.00 972.4

0.38

1,814.8 0.73 1,377.66

0.00 223.33

1,154.331,814.8

1,502.53

電力
（ｋWｈ）

事務所

0.73

全体

年度 2021年度

項目

60,253

1,325.76

13,865 1,814.8 7.64 18,117 972.4 18.63 243.9% ☓

完工高比率 対前年度比 評価

972.4

☓

☓

3.70 270.9%

1.42 193.9%

972.4

0.34

☓

☓

2022年度

☓182.2%

完工高（百万円）

972.4 46.5745,282

65.20 196.4%

☓

972.4

☓

242.18

972.4

目標

386.00

☓

162.8%

972.4

☓1.77 213.8%

0.23

1.19

4件 ○

972.4

3,594.07

1,814.8

972.4 1.93

完工高比率 年間実績

1,814.8 0.83

1,814.8

359.0%

63,399

1,721.10

1,872.97

972.4

∞

162.5%
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3-3 中期的環境経営目標【富山本社】 

2023年度以降は前年度の完工高比率に対し、一律2％削減することを当面の目標とします。 

（完成工事高は百万円単位で計算） 

※下表の数値は、富山本社の他に南砺支店、石川営業所、魚津営業所、妙高営業所、呉羽事業所の 

   使用量を含んでいます。 

  環境に配慮した設計・施工に関する目標は、下表の通りとします。

プロパン
（㎏）

産廃
（ｔ）

リサイクル率 98.7% 98.7%

1,487.5 0.21 0.20

7.25

前年度実績

現場

12,784.67

現場

24.33

3,424.0 0.48 0.47

事務所 76.00

1,499.45 0.21

0.001

コピー用紙（枚）

1.23

20 20

68.63

電力
（ｋWｈ）

事務所 200,205 27.97

現場 177,698 24.83

年間実績項目

年度 2022年度

事務所

20

400

環境に配慮した設計・施工【住宅】（棟）

501,250 70.03

400 400 400

20

環境に配慮した設計・施工【ソーラー】
（設置ｋW数）

1,180.0 400

20 20

目 標

年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

項目 目 標年間実績

2026年度

27.41

完工高比率

前年度の
-2％

0.01 0.01

8.11

1.16

0.15

1.751.79

水道水
（㎥）

事務所

1.25

事務所 1,069.16 0.15

8,966.77

現場

7.95

8,288.10

0.21現場

事務所

1.13

0.001

58,056.51

ガソリン
（ℓ）

軽油
（ℓ）

灯油
（ℓ）

現場

2027年度

前年度の
-2％

前年度の
-2％

完工高比率 完工高比率 完工高比率

前年度の
-2％

2025年度2023年度 2024年度 2027年度

目 標 目 標 目 標

完工高比率 完工高比率
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3-4 中期的環境経営目標【東京支店】

東京支店においても富山本社同様、2023年度以降は前年度の完工高比率に対し、一律2％削減すること

を当面の目標とします。（完成工事高は百万円単位で計算）

※下表の数値は、東京支店の他に千葉営業所の使用量を含んでいます。

  環境に配慮した設計・施工に関する目標は、下表の通りとします。

産廃
（ｔ）

リサイクル率 94.2% 94.2% 前年度実績

44

2025年度

目 標目 標

前年度の
-2％

電力
（ｋWｈ）

事務所

327.00

1,872.97

前年度の
-2％

0.23

386.00 0.40

18,117

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

年間実績

前年度の
-2％

年度 2022年度 2027年度

目 標

2026年度

1.93 1.89

1,721.10 1.77 1.73

目 標

2023年度

18.26

水道水
（㎥）

事務所

2024年度

環境に配慮した設計・施工（件）

軽油
（ℓ）

事務所

現場

0.34 0.33

目 標項目 年間実績

1,154.33 1.19 1.16

5 4 4 4

現場

コピー用紙（枚）

事務所

前年度の
-2％

現場

ガソリン
（ℓ）

現場

235,500 242.18 237.34

223.33 0.23

0.39

18.63

項目

年度 2026年度 2027年度

完工高比率 完工高比率 完工高比率 完工高比率 完工高比率 完工高比率

45,282 46.57 45.64
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４．主要な環境経営計画の内容

2022年度の環境目標を達成するための環境経営計画の内容及び実施状況は、下表の通りです。

凡例 ○：取り組んでいる △：さらに取組が必要 ×：取り組んでいない

次年度の環境経営計画の内容は、上表と同様とする。

不要荷物の積み込み禁止 △

不要電源のOFF △

○

水
使
用
量

の
削
減

創快住宅（高気密・高断熱）の提案 ○

防塵対策の実施 △

作業休止時のエンジン停止（重機・ダンプ等）

公共交通機関の利用促進

エコリフォームの提案

△

ミスコピーの抑制

事務所ゴミの分別徹底

ソーラーパネル設置の提案・推進 ○

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

両面コピーの推進

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

電
力
使
用
量
の
削
減

照明器具の省エネ型使用

△

リサイクル可能廃棄物の分別排出 ○

使用済み用紙の裏利用の徹底

化
石
燃
料
使
用
量
の
削
減

マニフェスト回収による照合管理

△

△

待機電力の削減

効率的な施工計画と実施

△

○

節水運動の促進

○

啓蒙活動による意識付け △

○

空気圧の適正化

環
境
に
配
慮
し

た
設
計
・
施
工

△

アイドリングストップの徹底 △

△

古新聞、古雑誌の回収（リサイクルの促進） ○

△

△

○

昼休みの消灯

エコドライブの推進（急発進・急加速・急ブレーキの抑制）

活 動 計 画 実施状況

冷房（26℃）・暖房（22℃）温度の徹底管理 △

○

エアコンの省エネ型使用

○

10



５．環境活動の取組結果の評価

5-1 二酸化炭素排出量の削減について

  富山本社における2022年度の二酸化炭素総排出量は、419,720.4㎏-CO2で前年度より28,665.1㎏-CO2

増加、率にして約7.4％増加しました。内訳は、電力使用量からのCO2排出量が約7.7％増、化石燃料使用

量からのCO2排出量も約7.0％増とどちらも増加しました。

  東京支店における2022年度の二酸化炭素排出量は39,922㎏-CO2で、前年度より3,917.7㎏-CO2増加、

率にして約10.9％増となりました。内訳は、電力使用量からのCO2排出量が約5.2％増、化石燃料使用量か

らのCO2排出量も約26.8％増と、東京支店においてもどちらも増加しました。

①-1  電力使用量の削減について【富山本社】

  2022年度の全体使用量は377,903ｋWｈと前年度より27,148ｋWｈ増加しましたが、完工高比率では前年度

の60.38から52.80に減少、対前年度比87.4％となり、目標の2％削減を達成しました。（ｐ6　対比表参照）

①-2  電力使用量の削減について【東京支店】

  全体の電力使用量は63,399ｋWhと前年度より3,146ｋWh増加、完工高比率でも前年度33.20から65.20に

増加、対前年度比196.4％となり、目標の-2％を達成できませんでした。（ｐ7　対比表参照）
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図 -1 二酸化炭素排出量及び完成工事高【富山本社】

完成工事高（百万円） 電力使用からの二酸化炭素排出量

化石燃料使用からの二酸化炭素排出量 全体の二酸化炭素排出量

1,671.1 1,926.9 479.8 952.0 1,646.5 1,337.7 296.4 1,814.8 972.4 

45,687.3 
40,418.1 

44,995.0 43,968.3 

33,326.1 

26,280.8 

41,059.1 
38,270.0 
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36,004.3 
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図-2 二酸化炭素排出量及び完成工事高【東京支店】

完成工事高（百万円） 電力使用からの二酸化炭素排出量

化石燃料使用からの二酸化炭素排出量 全体の二酸化炭素排出量

調整後排出係数（R2年度実績）

北陸電力：0.497㎏-C2/kwh
東北電力：0.521㎏-C2/kwh

調整後排出係数（R2年度実績）

東京電力：0.441㎏-C2/kwh
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  ロシアによるウクライナ侵攻や円安などの影響によりエネルギー価格が上昇したため、電気料金の値上げ

が続いています。そこで昨年度と比べて実際に幾ら上がったのか、富山本社ビル分で比較してみました。

（図-3参照）

グラフを見て分かるように、2021年度と比較して電気使用量が同じか少ない月であったとしても、電気料金

が全ての月で昨年度を上回っています。具体的に言うと、2022年度の電力使用量の合計が216,300ｋWhで

昨年度より9,279ｋWh減少しましたが、電気料金の合計では6,064,146円と1,136,609円増加しました。電気

料金を使用量で割って単純に単価として比較すると、2021年度の21.84円/ｋWhに対し、2022年度は28.04

円/ｋWｈ、率にして約1.3倍の差となります。2023年度は更に電気料金が3割から4割値上げする見通しとの

報道がありました。もはや節約レベルでは太刀打ちできない域に達しています。我が国においては、異次

元の少子化対策や周辺国からの脅威に備えるための防衛力強化など問題が山積みですが、化石燃料に

依存しない代替エネルギーの普及促進に向けて本腰を入れる時期ではないでしょうか。

②  化石燃料使用量の削減について【富山本社・東京支店】

  富山本社の化石燃料使用量は、全ての種類で前年度より増加しましたが、灯油以外の化石燃料は完工

高比率で昨年度より減少しました。その内ガソリンの完工高比率は、対前年度比98.5％と目標にやや届きま

せんでした。（ｐ6　対比表参照）

  東京支店においては、ガソリンと軽油使用量が共に増加し、完工高比率においてもガソリン・軽油とも前年

度を大きく上回ったため、目標の-2％を達成できませんでした。（ｐ7  対比表参照）

5-2 廃棄物排出量の削減について

①  一般廃棄物の削減について【富山本社・東京支店】

  富山本社のコピー用紙購入枚数は、501,250枚と前年度より12,500枚減少、完工高比率も88.43から70.03

に減少、対前年度比79.2％となり、目標の-2％を達成しました。（ｐ6　対比表参照）

  東京支店のコピー用紙購入枚数は、235,500枚と前年度より34,400枚減少しましたが、完工高比率が対前

年度比162.8％と増加したため、目標の-2％を達成できませんでした。（ｐ7  対比表参照）

②  産業廃棄物の削減について【富山本社・東京支店】

  今年度から目標を総量削減ではなく、リサイクル率の向上に変更しました。富山本社では、昨年度のリサイ

クリル率98.0％に対し、2022年度は98.7％と0.7％上昇し、目標を達成しました。（ｐ6　対比表参照）

  東京支店のリサイクル率は、94.2％と昨年度の96.8％よりも2.6％減少しました。（ｐ7  対比表参照）
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図-3 電力使用量及び電気料金【富山本社（動力）】

2021使用量 2022使用量 2021料金 2022料金
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5-3 水使用量の削減について【富山本社・東京支店】

  富山本社での水道水使用量は、昨年に引き続き事務所及び現場とも増加し、全体で4,911.5㎥と前年度

より944㎥増加したため、完工高比率も対前年度比100.5％となり、目標の-2％を達成できませんでした。

（ｐ6　対比表参照）

  東京支店での水道水使用量は、事務所では198㎥増加しましたが現場では301㎥減少、全体で713.0㎥と

前年度より103.0㎥減少しましたが、完工高比率では前年度比163.1％となり、目標の-2％を達成できません

でした。（ｐ7  対比表参照）

5-4 環境に配慮した設計・施工について

【富山本社・東京支店】

  富山本社での環境に配慮した設計・施工は、住宅（新築、リフォーム等）は昨年と同じ20件と目標の20件を

かろうじて達成しました。ソーラーの設置ｋW数においても、1,180.0ｋWと目標の400ｋWを達成しました。

東京支店での環境に配慮した設計・施工は、目標4件に対し2022年度の実績は5件と目標を達成しました。

  富山本社が所有・管理している太陽光発電設備で、2022年度の発電量は下表の通りです。

杉の木が1年間で吸収するCO2≒14㎏

5-5 環境に配慮した取組について

【富山本社】

  富山本社の河川工事において、ソーラーパネル及び蓄電池を搭載したソーラーシステムハウスをレンタル

し、作業員休憩所として使用しました。設置場所が河川内であることから、今までは発電機を使用していまし

たが、ソーラー発電による電気を使用したため発電機が不要となり、CO2削減に貢献しました。また施工時

期が8月からと真夏の時期でしたが、発電した電気を蓄電池に溜めることでエアコンや冷温水器を使用し続

けることができ、大変有用でした。

ソーラーシステムハウス設置状況 ソーラーパネル

2.92ｋW

㎏-CO2換算値 備 考

表-1 太陽光発電量【富山本社所有：2022年度】

設置場所 発電出力 2022年度発電量

91,534ｋWｈ 45,492 杉の木3,249本分に相当合 計 86.28ｋW

呉羽機材センター

2.76ｋW

37,786ｋWｈ 18,780

2,661ｋWｈ 1,323富山本社

魚津営業所

31.2ｋW

326ｋWｈ 162 余剰電力量

八尾健康福祉総合センター 49.4ｋW 50,761ｋWｈ 25,228
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  また根固めブロック製作時に、コンクリート打設用の足場としてバッテーリーを搭載したクローラ式の高所

作業車を使用しました。こちらもエンジンを使用していないため、CO2排出削減に貢献しました。高所作業

車のバッテリー容量が減ったら、ソーラーハウスの蓄電池から充電することができ、クリーンなエネルギーを

無駄なく使用することができました。

表示パネル【蓄電量、発電量、消費量表示】 室内使用状況

クローラ式高所作業車【バッテリー搭載型】 コンクリート打設状況
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5-6 代表者による全体の評価と見直し

【全体の評価】

  ソーラーシステムハウスの利用は興味深い。発電機の騒音等がなくなり、近隣への環境負荷低減

が期待できる。一方、冬場は発電効率が落ちてしまい通常の利用が出来なくなる。工期や立地によ

っては、このような新しい品物を柔軟に現場に取り入れていくことが必要である。

  工事現場においては、物価変動や施工内容によって環境経営目標の達成が左右される。本年度は

管理項目として産廃のリサイクル率を設定したのは新しい試みであると評価できる。今後も新たな

評価基準を模索していくのと同時に、具体的にどのような活動をしたのかが評価されなくてはなら

ない。今後設定できそうなものとしては、常設部門における事務用品の購入に「グリーン購入」

の考え方が取り入れられるかもしれない。現場・内勤部門双方から、ＫＡＩＺＥＮシート等での

提案を募りたいと思っている。

✓

✓

✓

文 書 記 録

環境への負荷の自己チェック

環境への取組の自己チェック

環境関連法規制等の順守状況確認

外部からの苦情・情報の記録

環境上の緊急事態の訓練記録

確認 ・ 評価した資料

見直し実施日

作成検印検印

2023年7月1日

常務取締役    辻 博亮

代表者による評価・見直しの記録

見直し実施者

確認

✓

✓

✓

✓

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

環境関連法規等のまとめ

確認

✓

✓

環境経営方針

✓実施体制

環境経営目標

✓

✓

取組状況全体の評価

システムが有効に運用されているか（要求事項を満足しているか）

取組が適切に行われているか

見直しの必要性

不適合是正・予防処置報告書環境経営レポート ✓

緊急事態対応手順

なし

環境経営目標の達成状況及び環境経営計画の実施状況と結果

✓

適

実施体制

がなされます。

見直し具体的内容

環境に係る良い取り組みがあればＫＡＩＺＥＮシートを出して頂きたい。それにより情報のヨコ展開

環境経営計画

あり

あり

あり

なし

なし

不適

不適

適

その他

あり なし

あり なし

あり なし

辻

15



６．環境関連法規への違反、訴訟等の有無

建設業において法的義務を受ける主な環境関連法規制は、下表の通りです。

・廃棄物処理法 ・振動規制法

・労働安全衛生法 ・水質汚濁防止法

・リサイクル法 ・下水道法

・再生資源利用省令 ・消防法

・建設リサイクル法 ・景観法

・建築基準法 ・自然環境保全法

・ダイオキシン特措法 ・都市緑地法

・騒音規制法 ・フロン排出抑制法

・家電リサイクル法 ・自動車リサイクル法

環境関連法規制の遵守状況について確認した結果、法規制の違反はありませんでした。また過去3年間、

関係機関からの指摘や訴訟もありませんでした。同様に地域住民からのクレームもありませんでした。
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